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　第７回定例会は、9月 8日から 17 日まで 10 日間開催されました。
　26 年度各会計決算、27 年度補正予算、条例の設定や一部改正、人事・その
他の案件を審査し、全て原案の通り可決・認定しました。請願 3件中、2件
を一括審査し関係機関に意見書提出、1件を継続審査としました。
　26 年度一般会計決算では、歳入総額は 73 憶 9509 万円であり、そのうち町
税は、全体の 8.7% にあたる 6億 3890 万円、歳出総額は 70 億 8507 万円とな
りました

歳入その他の内訳

地方譲与税 7078
利子割交付金 124
配当割交付金 275
株式譲渡所得割交付金 150
地方消費税交付金 8132
自動車取得税交付金 961
地方特例交付金 228
交通安全対策特別交付金 147
分担金及び負担金 5455
使用料及び手数料 8059
財産収入 1761

合　　　　計 3億2370

町債発行（町の借金）の内訳

災害復旧費 460
過疎対策事業債 10億5960
臨時財政対策債 2億410

合　　計 12億6830

平成 26 年度  一般会計歳入決算

平成 26 年度  一般会計歳出決算

町　税
6億3890万円　8.7%

議会費 7526 万円　1.1％

国庫支出金
7 億 6059 万円　 10.3%

地方交付税 
31 億 3392 万円

 42.4%

県支出金
4 億 2283 万円
5.7%

寄付金
1億601万円　1.4%

繰入金
4億508万円
5.5%

繰越金
2億978万円
2.8%

諸収入
1 億 2598 万円
1.7%

その他
3 億 2370 万円　4.3%

町債
12 億 6830 万円

17.2%

総務費
9億4614万円

13.4％　 民生費
12億2608万円

17.3％

衛生費
2億2903万円
3.2％

農林水産業費
7億2559万円
10.2％

商工費
3 億 137 万円
4.2％

労働費
4484 万円
0.6％

土木費
7億3603万円
10.4％

消防費
2億3286万円
3.3％

教育費
16億9980万円

24.0％

災害復旧費
1 億 2650 万円
1.8％

公債費
7億4157万円

10.5％

歳入総額　73億9509万円

歳出総額　70億8507万円

（単位：万円）

（単位：万円）
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26年度主な事業

26年度各特別会計決算

空家対策事業	 420 万円
防犯関係事業	 1189 万円
デマンド交通運行事業	 1721 万円
第一小学校建設費	 11 億 9286 万円
中水源取水施設実施設計委託業務	 2100 万円
道路維持業務（除雪作業含）事業	 6 億 1000 万円
道路新設事業	 7900 万円
企業支援施設整備事業	 9878 万円
　（山形大学蓄電デバイス研究開発センター飯豊拠点）
飯豊分校解体事業	 4112 万円
いいですね定住推進事業	 1045 万円
　（住宅取得、出産、入学等奨励）
中小企業振興事業費補助金（雇用の確保）
	 1 億 4054 万円
プレミアム付商品発行事業	 1260 万円
山形ディステイネーションキャンペーン実施事業	 16 万円
米価下落対策支援事業	 2067 万円
農業経営基盤強化促進対策事業	 3178 万円

会　　　計　　　別 歳入決算額 歳出決算額 差引残額

国民健康保険
事 業 勘 定 8億 2715 7 億 6957 5758
直 進 勘 定 1億 2976 1 億 2324 652

後 期 高 齢 者 医 療 7778 7728 50
介 護 保 険 11 億 559 10 億 7446 3113
訪 問 介 護 1675 1623 52
介 護 老 人 保 健 3億 607 3 億 290 317
物 品 調 達 1892 1892 0
農 業 集 落 排 水 事 業 7億 355 6 億 9581 774
生 活 排 水 個 別 処 理 事 業 3427 3050 377

財 産 区

萩 生 29 29 0
豊 原 28 28 0
添 川 362 288 74
豊 川 64 40 24
中 津 川 502 471 31

水 道 事 業
損 益 勘 定 2億 5047 1 億 7705 608
資 本 勘 定 1億 3508 1 億 9755 △ 6247

（単位：万円）

建設進む第一小
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平成27年度　各会計補正予算
経営体育成支援事業に1,910万円

一般会計補正予算
平成27年度一般会計は歳入歳出それぞれ

5,354万円を減額し72億1,471万円としました。
（単位：万円）

（単位：万円）

● 歳　入
款 補正前の額 補正額 計 補正の主なもの

地 方 特 例 交 付 金 180 81 261
分 担 料 及 び 負 担 金 1億 5676 16 1 億 5692 民生費負担金等
使 用 料 及 び 手 数 料 7814 19 7833 土木使用料等
国 庫 支 出 金 5億 6443 △ 7625 4 億 8818 社会資本整備交付金等
県 支 出 金 5億 2031 1189 5 億 3220 経営体育成支援事業等
財 産 収 入 1187 372 1559 起業支援施設使用料
寄 附 金 5000 5015 1 億 15 ふるさと寄附金
繰 入 金 6億 700 △ 1886 5 億 8814 財政調整基金繰入金の減額
繰 越 金 8870 58 8928
諸 収 入 8720 28 8748 雑入
町 債 15 億 2430 △ 2610 14 億 9820 土木債等
補正されなかった款の額 35 億 7763 0 35 億 57763
歳　　入　　合　　計 72 億 6814 △ 5343 72 億 1471

● 歳　出
款 補正前の額 補正額 計 補正の主なもの

総 務 費 14 億 1780 4674 14 億 6454
民 生 費 12 億 5120 141 12 億 5261
衛 生 費 3億 1821 △ 1952 2 億 9869 繰出金
農 林 水 産 費 10 億 8186 1961 11 億 147 経営体育成支援事業他
商 工 費 2億 393 396 2 億 789 ゆり園土壌改良事業
土 木 費 7億 3852 1 億 895 6 億 2957 道路維持工事他
消 防 費 2億 461 110 2 億 571
教 育 費 12 億 1339 △ 8 12 億 1331
災 害 復 旧 費 4972 230 5202 農道、橋梁災害他
補正されなかった款の額 7億 8890 0 7 億 8890
歳　　出　　合　　計 72 億 6814 △ 5343 72 億 1471

（単位：万円）⃝特別会計補正予算
会計名 補正前の額 補正額 計 補正の主なもの

国民健康保険（直診勘定） 1億 5896 △ 1124 1 億 4772 人件費の減額
介 護 保 険 11 億 1219 2893 11 億 4112 繰出金、償還金の増
介 護 老 人 保 健 施 設 3億 1842 12 3 億 1854 負担金の増
農 業 集 落 排 水 事 業 5億 5846 480 5 億 6326 修繕、工事費の増
生活排水個別処理事業 8739 80 8819 修繕費等
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意見書提出

◆
情
報
公
開
条
例

　

法
律
の
施
行
に
よ
り
、

情
報
公
開
の
み
に
関
す
る

条
例
を
新
た
に
制
定
す
る

も
の
で
す
。

◆
個
人
情
報
保
護
条
例

　

法
律
の
施
行
に
よ
り
、

特
定
個
人
情
報
の
適
正
な

取
り
扱
い
が
確
保
さ
れ
る

よ
う
条
例
を
新
た
に
制
定

す
る
も
の
で
す
。

◆
産
業
集
積
の
形
成
及
び

活
性
化
の
た
め
の
固
定
資

産
税
の
課
税
免
除
条
例

　

法
律
の
施
行
に
よ
り
、

固
定
資
産
税
の
課
税
免
除

を
行
な
い
、
地
域
に
お
け

る
産
業
集
積
の
形
成
と
活

性
化
を
図
る
た
め
に
新
た

に
条
例
を
制
定
す
る
も
の

で
す
。

◆
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　

法
律
の
制
定
を
考
慮
し
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
等
の
再

交
付
手
数
料
を
定
め
る
な

ど
の
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

　

次
の
人
事
案
件
に
同
意

し
ま
し
た
。

◆
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　

大
字
小
白
川

　
　

横　

山　

幸　

造

　

大
字
添
川

　
　

遠　

藤　

和　

芳

　

大
字
黒
沢

　
　

古　

山　

幸　

子

　

大
字
手
ノ
子

　
　

小　

関　

惠　

子

◆
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　

補
充
員

　

大
字
中

　
　

長　

岡　
　

勝

　

大
字
椿

　
　

鈴　

木　

洋　

子

　

大
字
白
川

　
　

伊　

藤　

清　

一

　

大
字
添
川

　
　

草　

刈　

信　

子

◆
教
育
委
員
会
委
員

　

大
字
手
ノ
子

　
　

熊　

野　

昌　

昭

◆
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に

　
　
　
　
　

関
す
る
請
願

請
願
者

　

置
賜
農
民
連

　
　

会
長　

小
林　

茂
樹

◆
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
か
か
る

国
会
決
議
の
実
現
に
関
す

る
意
見
書
提
出
方
請
願

請
願
者

　

山
形
お
き
た
ま
農
協

　

代
表
理
事
組
合
長

　
　
　
　
　

木
村　

敏
和

　

山
形
お
き
た
ま
農
協

　

農
政
対
策
本
部
本
部
長

　
　
　
　
　

木
村　

敏
和

審
査
の
結
果

　

両
請
願
と
も
に
、
全
会

一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

◆「
平
和
安
全
法
制
法
案
」

の
撤
回
・
廃
案
を
求
め
る

意
見
書
提
出
に
つ
い
て
の

請
願

請
願
者

　

西
置
賜
革
新
懇
話
会

　

代
表
世
話
人

　
　
　
　
　

今
泉　

義
憲

審
査
の
結
果

　

継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
か
か
る
国

会
決
議
の
実
現
に
関
す
る

意
見
書

　

全
員
賛
成
で
関
係
機
関

に
提
出
し
ま
し
た
。

新
た
な
条
例
及
び
一
部
を
改
正
す
る
条
例

人
　
　
事

請
　
　
願

意

見

書
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一般質問

鈴
木
敏
夫
議
員

○
深
刻
化
す
る
空
き
家
問
題
に
つ
い
て

○
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て

○
税
の
強
制
徴
収
の
実
態
は

○
学
習
塾「
い
い
で
希
望
塾
」に
つ
い
て

活気あふれる町を創るために
質
問　
深
刻
化
す
る
空
き

家
対
策
は
。

町
長　

空
き
家
の
件
数

は
、
3
月
末
現
在
１
７
８

件
で
す
。
対
策
と
し
て
一

つ
め
は
、
空
き
家
を
つ
く

ら
な
い
対
策
、二
つ
め
は
、

利
活
用
で
き
る
対
策
、
三

つ
め
に
は
、
危
険
な
空
き

家
を
撤
去
す
る
対
策
で

す
。
空
き
家
増
加
抑
制
と

利
活
用
に
つ
い
て
は
、
空

き
家
を
町
の
ス
ト
ッ
ク
と

し
て
、
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
を
活
用
し
、
町
を
訪
れ

る
人
の
交
流
の
場
な
ど
に

活
用
を
結
び
つ
け
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

質
問　
農
業
を
取
り
巻
く

厳
し
い
環
境
に
活
力
を
ど

こ
に
求
め
る
か
。

町
長　
環
太
平
洋
連
携
協

定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
へ
の
参
加

は
、
農
業
を
基
幹
産
業
と

す
る
本
町
に
と
っ
て
、
大

き
な
打
撃
を
受
け
る
こ
と

は
、明
ら
か
と
考
え
ま
す
。

新
鮮
・
安
全
・
安
心
・
高

品
質
な
農
産
物
を
提
供
す

る
た
め
、
土
づ
く
り
や
栽

培
技
術
を
向
上
さ
せ
な
が

ら
、
循
環
型
農
業
実
現
を

目
指
し
、
ま
た
町
独
自
の

「
農
の
未
来
事
業
」
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

質
問　
税
の
強
制
徴
収
の

実
態
は
。

町
長　
滞
納
者
の
債
権
差

し
押
さ
え
や
、
不
動
産
の

競
売
に
よ
る
交
付
要
求
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

質
問　
町
営
学
習
塾
「
い

い
で
希
望
塾
」
に
つ
い
て

教
育
委
員
長　
「
い
い
で

希
望
塾
」
の
目
的
は
、
将

来
的
に
地
域
と
つ
な
が

り
、
地
域
を
担
う
生
徒
に

対
し
、
自
ら
の
進
路
を
拓

く
た
め
の
学
習
を
支
援
す

る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と

で
す
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
人
材

育
成
に
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を

活
用

滞
納
者
の
債
権
の
差
し

押
さ
え
等
に
よ
り
実
施

地
域
を
担
う
生
徒
に

学
ぶ
機
会
を
提
供

農
の
未
来
事
業
を
展
開
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一般質問

古
山
繁
巳
議
員

○
災
害
に
お
け
る
対
応
策
は
万
全
か

町民が安全安心で暮らすために
質
問　
今
想
定
で
き
る
災

害
の
種
類
と
そ
の
対
応
策

は
。

町
長　
本
町
で
発
生
す
る

可
能
性
の
高
い
災
害
は
豪

雨
、
豪
雪
、
洪
水
、
崖
崩

れ
、
地
震
、
林
野
火
災
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

毎
年
、
総
合
防
災
訓
練

を
実
施
し
、
災
害
を
最
小

限
に
抑
え
る
た
め
に
地
域

の
自
主
防
災
組
織
の
立
ち

上
げ
や
、
育
成
に
支
援
を

し
て
お
り
ま
す
。

質
問　
国
や
気
象
台
等
と

の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
設
置

し
、
町
民
の
安
全
安
心
を

確
保
で
き
な
い
か
。

町
長　
総
務
企
画
課
に
国

の
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

や
、
県
の
防
災
行
政
無
線

設
備
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
災
害
情
報
が
パ
ソ
コ

ン
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
即
時

受
信
し
、
必
要
に
応
じ
て

携
帯
電
話
に
エ
リ
ア
メ
ー

ル
を
配
信
で
き
る
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

質
問　
消
防
分
署
の
建
設

場
所
、そ
の
進
捗
状
況
は
。

町
長　
消
防
飯
豊
分
署
の

建
設
予
定
地
に
つ
い
て
は

旧
県
立
置
賜
農
業
高
等
学

校
飯
豊
分
校
跡
地
に
予
定

し
、
基
本
設
計
を
平
成
27

年
度
内
に
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
建
設
事
業
に
要

す
る
財
源
は
緊
急
防
災
・

減
災
事
業
債
を
予
定
し
、

起
債
の
発
行
が
平
成
28
年

度
ま
で
と
限
ら
れ
て
お
り

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

災
害
の
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
る
た
め
、
自
主

防
災
組
織
の
立
ち
上
げ

や
育
成
に
支
援

必
要
に
応
じ
、
携
帯
電

話
に
エ
リ
ア
メ
ー
ル
を

配
信

予
定
地
は

旧
置
農
飯
豊
分
校
跡
地

総合防災訓練
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質
問　
米
国
シ
リ
コ
ン
バ

レ
ー
の
成
功
例
に
よ
る
仮

称
飯
豊
電
池
バ
レ
ー
構
想

の
長
期
戦
略
は
。

町
長　
山
形
大
学
工
学
部

蓄
電
デ
バ
イ
ス
研
究
開
発

セ
ン
タ
ー
飯
豊
拠
点
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
来
年
４

月
の
開
所
予
定
で
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
は
、

世
界
的
課
題
で
あ
り
、
自

動
車
産
業
を
中
心
に
数
十

社
と
の
共
同
研
究
・
企
業

進
出
が
見
込
ま
れ
、
地
方

版
総
合
戦
略
か
ら
地
方
創

生
の
流
れ
の
中
で
計
画
づ

く
り
を
推
進
中
で
す
。
県

一般質問

遠
藤
　
忠
議
員

○
仮
称
・
飯
豊
電
池
バ
レ
ー
構
想
に
つ
い
て

○
東
山
工
業
団
地
の
拡
張
計
画
に
つ
い
て

○
都
会
的
マ
ン
シ
ョ
ン
・
庭
・
畑
付

　
住
宅
等
の
住
環
境
整
備
に
つ
い
て

○
民
間
資
金
等
の
活
用
（
※
P
Ｆ
Ｉ

　
方
式
）
の
検
討
に
つ
い
て

飯豊町の起業支援設備整備事業・
今後の長期構想について
開
発
研
究
拠
点
の
持
続
化

地
域
経
済
活
性
化
に
つ
な

が
る
各
種
施
策
を
展
開

内
各
大
学
と
連
携
し
た

「
地
（
知
）
の
拠
点
大
学

に
よ
る
地
方
創
生
推
進
事

業
」
に
も
参
画
し
活
動
を

進
め
ま
す
。

質
問　
電
池
バ
レ
ー
構
想

で
の
企
業
誘
致
、
一
部
上

場
企
業
の
研
究
開
発
部
門

の
分
社
化
の
誘
致
は
。

町
長　
分
社
化
の
可
能
性

に
つ
い
て
は
、
高
い
と
判

断
し
、
町
と
し
て
協
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問　
新
潟
山
形
南
部
連

絡
道
路
が
完
成
し
た
場
合

置
賜
の
中
心
地
と
し
て
、

今
後
今
泉
・
東
山
工
業
団

地
周
辺
の
開
発
が
見
込
ま

れ
る
が
、
他
の
自
治
体
に

遅
れ
を
取
ら
な
い
拡
張
計

画
は
。

町
長　
今
後
は
、
自
動
車

産
業
の
リ
チ
ュ
ウ
ム
電
池

化
で
大
き
な
産
業
と
み
こ

ま
れ
る
の
で
、
３
市
５
町

と
連
携
し
て
進
め
ま
す
。

質
問　
人
口
増
加
対
策
と

し
て
住
宅
エ
リ
ア
の
住
環

境
整
備
は
。

町
長　
飯
豊
の
美
し
い
環

境
で
研
究
開
発
が
で
き
、

研
究
者
の
家
族
が
、
お
い

し
い
食
、
環
境
の
良
い
住

を
活
用
が
で
き
、
人
口
増

加
対
策
と
し
て
も
有
効
な

の
で
検
討
し
ま
す
。

質
問　
民
間
資
金
等
の
活

用
（
P
Ｆ
Ｉ
方
式
）
の
検

討
に
つ
い
て
は
。

町
長　
行
政
の
リ

※

ス
ク
ヘ

ッ
ジ
、
大
学
側
は
民
間
の

協
力
、
企
業
側
は
自
治
体

と
協
同
し
、
運
用
す
る
こ

と
が
、
P
Ｆ
Ｉ
方
式
は
有

効
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

質
問　
担
当
部
署
の
人
材

は
大
丈
夫
か
。

町
長　
担
当
部
署
の
体
制

を
強
化
し
、
置
賜
エ
リ
ア

と
飯
豊
町
が
一
緒
に
研
究

の
成
果
を
求
め
て
い
き
ま

す
。用

語
の
解
説

※
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ

様
々
な
起
こ
り
う

る
危
険
を
回
避
し

た
り
、
そ
の
大
き
さ

を
軽
減
す
る
よ
う

に
工
夫
す
る
こ
と

を
指
す
。

※
P
F
I
方
式

公
共
施
設
等
の
建

設
、
維
持
管
理
、
運

営
等
を
民
間
の
資

金
、
経
営
能
力
及
び

技
術
的
能
力
を
活

用
し
て
行
う
新
し

い
手
法
で
す
。



（9）議会だより　平成27年10月22日

一般質問

髙
橋
亨
一
議
員

本町の健全財政について
○
各
事
業
の
財
源
に
つ
い
て

○
財
政
健
全
化
に
つ
い
て

○
予
算
の
執
行
状
況
に
つ
い
て

○
本
町
の
教
育
方
針
に
つ
い
て

質
問　
今
年
度
の
一
般
会

計
当
初
予
算
は
、
71
億
５

５
０
０
万
円
と
過
去
最
高

の
額
と
な
っ
て
い
る
。
大

規
模
事
業
の
財
源
は
。

町
長　
「
蓄
電
デ
バ
イ
ス

開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
整

備
」
の
７
億
円
は
、
全
額

過
疎
対
策
事
業
債
を
充
当

し
ま
す
。

　
「
第
一
小
学
校
改
築
整

備
」
６
億
円
は
、
過
疎
対

策
事
業
債
が
４
億
６
７
０

０
万
円
、
国
及
び
県
補
助

金
が
８
７
０
０
万
円
、
残

り
４
６
０
０
万
円
は
一
般

財
源
を
充
当
し
ま
す
。

　
「
中
水
源
施
設
整
備

事
業
」
４
億
円
の
う
ち
、

５
０
０
０
万
円
は
公
営
企

業
債
を
借
り
入
れ
、
残
り

３
億
５
０
０
０
万
円
は
一

般
財
源
を
充
当
し
ま
す
。

質
問　
歳
入
が
減
少
し
、

歳
出
が
増
加
す
る
中
、
財

政
負
担
が
心
配
。
本
町
は

大
丈
夫
か
。
ま
た
、
財
政

健
全
化
比
率
は
。
予
算
の

執
行
状
況
と
執
行
率
は
。

町
長　
一
般
会
計
の
執
行

状
況
は
、
繰
越
明
許
費
を

含
め
た
総
額
75
億
２
３
０

０
万
円
の
う
ち
、
支
出
負

担
行
為
額
は
34
億
１
０
０

０
万
円
で
、
執
行
率
は
45

・
3
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
健
全
化
比

率
の
う
ち
、
実
質
公
債
費

比
率
は
８
・
6
％
、
将
来

負
担
比
率
は
30
・
7
％
で

す
。
い
づ
れ
の
比
率
と
も

に
早
期
健
全
化
基
準
及
び

財
政
再
生
基
準
を
大
き
く

下
回
っ
て
お
り
、
健
全
な

状
況
に
あ
り
ま
す
。
今
後

と
も
財
政
の
健
全
性
を
維

持
し
、
持
続
可
能
な
行
財

政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

質
問　
教
育
委
員
会
制
度

が
変
わ
っ
た
が
、
町
の
教

育
方
針
は
。

町
長　
地
方
教
育
行
政
の

組
織
・
運
営
に
関
す
る
法

律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

今
年
度
よ
り
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
内
容
は
、
教
育
委

員
長
と
教
育
長
を
一
本
化

し
た
新
「
教
育
長
」
の
設

置
。
迅
速
な
危
機
管
理
体

制
の
構
築
。
首
長
と
教
育

委
員
会
が
「
総
合
教
育
会

議
」
を
設
置
し
、
協
議
・

調
整
を
行
な
う
。
首
長
が

教
育
に
関
す
る
「
大
綱
」

を
策
定
す
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
「
大
綱
」
は
、
現

在
素
案
を
検
討
中
で
す
。進む秋の収穫
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◆総務文教所管分

がんばる地域交付金で事業推進
平成26年度　決算特別委員会

嶋
貫
栄
助

決
算
特
別
委
員
長

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
13
件
及
び
水
道
事
業
会
計
合
わ
せ

15
件
の
決
算
は
、
特
別
委
員
会
を
設
置
し
９
月
15
日
に
審
査
し
ま
し
た
。

　

委
員
長
に
嶋
貫
栄
助
、
副
委
員
長
に
長
沼
桂
子
の
両
議
員
を
選
出
し
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
認
定
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

一
般
会
計

が
ん
ば
る
地
域
交
付
金
の

使
途
の
内
容
は

髙
橋
委
員

　

が
ん
ば
る
地
域
交
付
金

１
億
１
３
６
万
４
０
０
０

円
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ

た
の
か
。

総
務
企
画
課
長

　

学
校
施
設
環
境
改
善
事

業
で
第
一
小
学
校
の
解
体

工
事
に
５
５
６
０
万
円
。

旧
置
農
飯
豊
分
校
校
舎
解

体
事
業
に
１
６
８
５
万
円
。

ゲ
リ
ラ
豪
雨
で
松
岡
公
園

の
一
部
が
崩
壊
し
た
た
め

災
害
復
旧
工
事
に
４
７
９

万
３
０
０
０
円
。
つ
ば
き

保
育
園
屋
外
運
動
場
整
備

事
業
に
１
３
０
０
万
円
。

除
雪
関
係
で
町
道
町
上
八

幡
線
の
消
雪
井
戸
改
修
工

事
に
７
０
２
万
円
、
町
道

萩
生
中
線
消
雪
用
モ
ー

タ
ー
ポ
ン
プ
入
替
え
工
事

に
４
１
０
万
１
０
０
０
円

を
充
当
し
ま
し
た
。

遠
藤
委
員

　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

町
長
の
交
際
費
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
が
、
本
町
で
は

25
年
度
分
ま
で
し
か
公
開

さ
れ
て
い
な
い
が
ど
う
し

て
か
。
改
良
が
必
要
で
は

な
い
の
か
。

総
務
企
画
課
長

　

決
算
認
定
の
途
中
で
あ

り
、
本
町
で
は
決
算
認
定

後
に
一
括
し
て
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

　

他
の
自
治
体
で
は
２
カ

月
に
一
回
と
か
多
い
と
こ

ろ
は
月
に
一
回
町
長
交
際

費
を
公
開
し
て
い
る
状
況

も
あ
り
ま
す
の
で
検
討
し

ま
す
。

古
山
委
員

　

町
民
総
合
セ
ン
タ
ー

「
あ
〜
す
」
に
設
置
さ
れ

た
太
陽
光
発
電
設
備
の
設

置
目
的
と
効
果
は
。

町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長

　

町
の
防
災
計
画
に
お
い

て
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
は

重
要
な
避
難
施
設
で
す
の

で
災
害
時
の
停
電
、
避
難

者
へ
の
支
援
を
行
う
た
め

電
源
の
確
保
が
必
要
で
あ

り
設
置
し
た
も
の
で
す
。

　

効
果
と
し
て
は
自
家
消

費
に
よ
り
年
間
12
万
円
の

電
気
料
の
削
減
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
を
年
間
４
・
３

ト
ン
ほ
ど
計
画
し
て
い
ま

す
。

町
長
交
際
費
の

公
開
基
準
は

太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
の
効
果
は

「あ〜す」に設置された太陽光パネル
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◆総務文教所管分

がんばる地域交付金で事業推進
平成26年度　決算特別委員会

長
沼
委
員

　

財
政
分
析
主
要
指
数
で

一

※

般
財
源
比
率
が
下
が
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
健
全
化
比
率
の

中
で
将
来
負
担
比
率
が
上

が
っ
て
い
る
。
27
年
度
は

大
型
事
業
が
組
ま
れ
て
い

る
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
の
か
。

　

職
員
の
時
間
外
手
当
が

増
え
て
い
る
理
由
は
。

総
務
企
画
課
長

　

財
政
の
硬
直
化
を
確
認

す
る
に
は
、
財
政
分
析
指

数
の
中
の
経※

常
収
支
比
率

で
の
判
断
が
い
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

町
村
で
は
70
％
か
ら

75
％
く
ら
い
が
最
善
と
言

わ
れ
て
ま
す
が
本
町
で
は

経
常
収
支
比
率
85
・
５
％

と
な
っ
て
お
り
、
財
政
の

弾
力
性
が
乏
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
は
人
件
費
、
物
件

費
、
補
助
費
等
の
抑
制
に

努
め
な
が
ら
、
で
き
る
だ

け
投
資
的
経
費
に
予
算
を

取
れ
る
よ
う
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
健
全
化
比
率
に

お
い
て
も
数
字
的
に
は
許

容
範
囲
で
あ
っ
て
も
対
前

年
度
あ
る
い
は
対
前
々
年

度
と
比
較
し
な
が
ら
財
政

運
営
を
行
う
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

時
間
外
に
つ
い
て
は
増

加
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
主

な
要
因
と
し
て
防
災
計
画

の
見
直
し
、
第
６
期
介
護

保
険
事
業
の
策
定
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
計
画
の

作
成
な
ど
予
定
よ
り
も
時

間
を
要
し
た
こ
と
で
す
。

　
鈴
木
委
員

　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
の
具
体
的
な
業
務
内
容

と
小
中
学
校
の
不
登
校
や

い
じ
め
の
現
況
は
。

教
育
文
化
課
長

　

臨
床
心
理
の
資
格
を
有

す
る
方
を
１
年
更
新
で
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

　

い
ろ
ん
な
社
会
情
勢
の

変
化
の
中
で
、
い
じ
め
や

不
登
校
や
、
問
題
行
動
な

ど
、
心
の
悩
み
を
持
つ
児

童
生
徒
に
対
し
て
未
然
に

対
応
す
る
た
め
適
切
な
指

導
助
言
を
行
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
不
登
校
や
い
じ

め
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

町
の
財
政
が
硬
直
化

し
て
い
る
の
で
は

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
成
果
は

用
語
の
解
説

※
一
般
財
源
比
率

　

一
般
財
源
と
は
、
使

途
が
特
定
さ
れ
ず
、
ど

の
よ
う
な
経
費
に
も
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る

財
源
を
い
う
。

　

歳
入
総
額
に
対
す
る

一
般
財
源
の
割
合
を
一

般
財
源
比
率
と
い
い
、

こ
の
割
合
が
大
き
い
ほ

ど
行
政
需
要
に
円
滑
に

対
応
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
。

※
経
常
収
支
比
率

　

財
政
構
造
の
弾
力
性

を
測
定
す
る
指
標
。
低

け
れ
ば
低
い
ほ
ど
財
政

運
営
に
弾
力
性
が
あ
り
、

政
策
的
に
使
え
る
お
金

が
多
く
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
人
件
費
や

扶
助
費
、
公
債
費
な
ど

縮
減
す
る
こ
と
が
容
易

で
な
い
経
費
（
義
務
的

経
費
）
に
、
地
方
税
や

地
方
交
付
税
な
ど
の
一

般
財
源
が
ど
の
程
度
費

や
さ
れ
て
い
る
か
を
求

め
た
も
の
。

整備された屋外運動場（つばき保育園）
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◆産業厚生所管分

6次産業化事業で高円 寺チャレンジショップ
平成26年度　決算特別委員会

不
妊
治
療
と
妊
婦
健
診
の

無
料
化
が
必
要
で
は

長
沼
委
員

　
不
妊
治
療
費
と
妊
婦
健

康
診
査
補
助
に
つ
い
て
、

全
て
町
で
助
成
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。

　
町
は
人
口
対
策
と
し
て
、

全
額
助
成
し
、
無
料
化
が

必
要
で
は
。

町
長　
不
妊
治
療
の
部
分

と
、
妊
婦
健
診
の
補
助
率

ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
、
こ
の
水
準
に
と

ど
ま
っ
た
理
由
な
ど
も
、

事
務
方
と
利
用
者
の
方
々

の
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
な
ど

を
十
分
再
検
討
し
趣
旨
に

添
っ
た
改
善
策
を
図
る
よ

う
に
指
示
し
ま
す
。

古
山
委
員

　
県
補
助
金
を
受
け
て
い

る
が
、
ど
こ
に
ど
れ
く
ら

い
付
け
た
の
か
。

商
工
観
光
課
長

　

有
機
E
L
照
明
は
、
県

及
び
山
形
大
学
が
新
た
な

研
究
結
果
と
し
て
商
品
化

を
進
め
、
県
内
各
自
治
体

を
含
め
て
民
間
も
使
う
と

い
う
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
手
元
の
照
明
2

個
、
下
台
照
明
2
個
、
展

示
用
照
明
5
個
、
合
計
9

個
を
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー

に
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

鈴
木
委
員
　
農
業
で
自
立

し
得
る
農
業
経
営
が
本
来

の
姿
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
中
核
的
農
家
を
育
成
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
農
村
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

に
つ
い
て
の
施
策
は
。

農
林
振
興
課
長

　

農
業
の
リ
ー
ダ
ー
育
成

に
つ
い
て
は
、
昨
年
か
ら

農
の
未
来
塾
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
今
年
度
か
ら

日
本
型
多
面
的
機
能
支
援

事
業
と
し
て
、
担
い
手
農

家
の
研
修
部
門
別
、
新
規

就
農
者
の
研
修
会
を
開
催

し
、
地
域
を
引
っ
張
っ
て

い
く
方
を
育
成
し
て
い
ま

す
。

有
機
E
L
パ
ネ
ル
照
明
器
具
は

ど
こ
に
設
置
し
た
の
か

中
核
的
農
家
の

育
成
対
策
は

一
　
般
　
会
　
計

運営方法が変わった高円寺チャレンジショップ
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◆産業厚生所管分

6次産業化事業で高円 寺チャレンジショップ
平成26年度　決算特別委員会

特
別
会
計

高
橋
委
員

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援

事
業
の
リ
フ
ォ
ー
ム
内
容

は
、
ど
う
い
う
条
件
が
あ

る
の
か
。

　
事
業
効
果
の
把
握
は
。

地
域
整
備
課
長

　

住
宅
支
援
事
業
の
内
容

は
、
い
ろ
い
ろ
種
類
が
あ

り
、
ト
イ
レ
の
改
修
工
事
、

浴
室
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
給

湯
器
の
設
置
工
事
等
で
す
。

　

補
助
基
本
額
に
対
し
、

県
が
10
％
、
町
が
10
％
で

合
計
20
％
の
助
成
を
行
う

と
い
う
事
業
で
す
。

　

需
要
申
込
が
多
く
、
需

要
に
対
応
し
き
れ
な
い
状

況
で
す
。

遠
藤
委
員

　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

発
行
に
伴
う
効
果
と
、
今

年
度
の
方
向
性
と
方
針
は
。

　
ま
た
、
発
行
枚
数
を
ふ

や
せ
な
い
か
。

商
工
観
光
課
長

　

町
内
の
商
店
数
が
減
少

し
て
い
る
中
で
商
店
を
維

持
確
保
す
る
こ
と
が
最
大

の
目
的
で
す
。
地
方
創
生

で
、
全
国
的
に
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
の
発
行
ブ
ー
ム

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

本
町
で
は
平
成
14
年
度
か

ら
発
行
を
継
続
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
商
店
の
活

性
化
と
住
民
福
祉
の
た
め

に
、
意
義
あ
る
事
業
と
し

て
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
発
行
枚
数
を
ふ
や

す
と
い
う
こ
と
も
、
町
内

で
の
消
費
が
徐
々
に
減
っ

て
い
る
状
況
か
ら
、
検
討

し
ま
す
。

長
沼
委
員

　
介
護
保
険
料
は
、
県
内

で
2
番
目
に
高
額
で
あ
る
。

　
未
収
金
徴
収
方
法
は
、

又
不
納
欠
損
処
分
の
中
で
、

時
効
成
立
す
る
金
額
と
、

未
収
額
を
な
く
し
、
平
等

に
扶
助
し
て
い
け
る
対
策

を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

健
康
福
祉
課
長

　

督
促
状
の
発
行
、
電
話

や
訪
問
に
よ
る
徴
収
説
明

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

不
納
欠
損
処
理
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
分
割
納
付

し
て
い
た
だ
く
と
い
う
誓

約
書
を
お
願
い
し
、
時
効

が
成
立
し
な
い
よ
う
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

鈴
木
委
員

　
豊
川
財
産
区
の
協
力
金

の
金
額
、
又
貸
付
面
積
、

貸
付
料
、
貸
付
期
間
は
。

農
林
振
興
課
長

　

雑
入
17
万
４
０
０
０

円
は
、
小
白
川
、
手
ノ

子
、
高
峰
の
地
区
民
、
一

世
帯
４
０
０
円
（
総
世
帯

数
４
３
５
世
帯
）
か
ら
の

協
力
金
で
、
貸
付
面
積
は

3
万
４
８
８
９
㎡
で
、
貸

付
料
金
は
無
償
、
貸
付
期

間
は
当
分
の
間
で
す
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
内
容
と
効
果
は

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の効

果
は

介
護
保
険
事
業

未
収
金
対
策
は

豊
川
財
産
区
の

雑
入
は

住宅リフォーム
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総務文教常任委員会

各
課
か
ら
の
報
告

教
育
文
化
課

認
定
こ
ど
も
園

　

入
園
学
童
ク
ラ
ブ
希
望

者
が
増
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
さ
ゆ
り
・
中
部
を
、

一
つ
の
新
設
と
し
て
認
定

可
能
と
な
る
見
込
み
。
人

員
確
保
が
図
ら
れ
、
質
の

向
上
が
図
ら
れ
る
。

　

保
護
者
と
話
し
合
い
を

進
め
、
よ
り
良
い
方
向
性

を
見
出
し
た
い
。

問　
萩
生
城
址
公
園
の
遺

跡
調
査
、
進
捗
状
況
と
今

後
の
計
画
、
構
想
は
。

答　
今
年
度
予
算
で
発
掘

作
業
及
び
調
査
予
定
で
す
。

　

萩
生
城
址
の
東
と
西
を

掘
削
予
定
、
旧
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
を
解
体

し
整
備
計
画
を
推
進
、
研

究
者
が
き
た
と
き
に
お
茶

が
飲
め
る
施
設
、
歴
史
的

遺
産
、
わ
び
、
さ
び
の
文

化
、
静
か
な
た
た
ず
ま
い

に
な
る
様
な
施
設
を
検
討

し
ま
す
。

問　

街
灯
の
L
E
D
化

に
つ
い
て
。

答　
地
域
づ
く
り
座
談
会

で
要
望
が
多
く
あ
り
、
環

境
問
題
を
考
慮
し
検
討
し

ま
す
。
現
在
１
，
５
０
０

弱
の
街
灯
、
L
E
D
化

は
約
一
割
程
度
で
す
。

問　
認
定
こ
ど
も
園
に
つ

い
て
、
利
用
す
る
父
兄
祖

父
母
に
対
す
る
説
明
が
大

事
で
は
。

答　
各
施
設
長
に
、
2
園

化
の
課
題
と
対
策
を
整
理

し
て
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し

て
も
ら
っ
て
お
り
、
現
場

の
声
を
聴
い
て
い
ま
す
。

問　
子
育
て
支
援
制
度
は

国
の
制
度
、
地
方
と
中
央

は
違
う
。
ど
う
地
方
に
合

わ
せ
手
直
し
す
る
か
大
切
。

答　
現
状
よ
り
悪
化
す
る

こ
と
が
な
い
よ
う
な
制
度

設
計
を
考
え
て
い
き
た
い
。

問　
空
き
家
を
町
で
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　
空
き
家
は
、
町
の
も

の
で
な
い
の
で
、
維
持
管

理
は
こ
れ
ま
で
ど
う
り
所

有
者
が
行
う
も
の
。
場
合

に
よ
り
町
で
短
期
的
に
借

り
上
げ
、
使
用
料
を
払
い

税
金
は
所
有
者
、
管
理
人

相
続
者
が
負
担
す
る
も
の

で
す
。

問　
消
防
分
署
移
転
問
題
。

旧
飯
豊
中
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
話
も
あ
つ
た
。
な
ぜ
旧

飯
豊
中
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

質
問
と
答
弁

ダ
メ
な
の
か
。

答　
飯
豊
中
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
は
高
低
差
が
あ
り
出

入
り
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、

県
道
に
近
い
飯
豊
分
校
跡

地
２
５
０
０
㎡
に
決
定
し

ま
し
た
。

萩生城址遺跡調査

消防分署移転・旧飯豊分校跡地に決定
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問　
つ
や
姫
、
募
集
対
象
者
は

ど
の
く
ら
い
に
な
る
か
。

答　

本
年
度
は
１
２
９
名

１
６
５
ha
で
す
。

問　
中
水
源
取
水
・
浄
水
施
設

で
覚
書
の
中
に
6
月
〜
10
月
ま

で
と
な
っ
て
ま
す
が
な
ぜ
な
の

か
。
通
年
で
無
か
っ
た
の
か
。

答　
白
川
か
ら
の
取
水
期
間
で

6
月
〜
10
月
に
、
ジ
オ
ス
ミ
ン

等
が
発
生
す
る
期
間
で
、
更
に

通
年
と
な
る
と
経
費
が
増
加
す

る
た
め
で
す
。

問　
3
年
後
を
見
通
し
、
近
隣

に
影
響
が
出
た
ら
取
水
停
止
す

る
の
で
は
掘
っ
た
意
味
が
無
い

の
で
は
。

答　
試
掘
調
査
で
は
問
題
が
な

い
の
で
取
水
停
止
は
考
え
て
は

い
ま
せ
ん
。

　

影
響
や
問
題
を
確
認
を
し
な

が
ら
通
年
通
水
に
向
け
て
取
り

組
み
ま
す
。

農
林
振
興
課

　

つ
や
姫
の
作
付
が
３
ha
以
上

２
ha
〜
３
ha
以
下
で
も
作
付
で

き
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
整
備
課

　

大
雨
警
報
の
関
係
で
累
計
雨

量
、
岳
谷
で
１
７
８
ミ
リ
、
連

続
雨
量
１
３
０
ミ
リ
で
県
道
は

通
行
止
め
に
な
り
ま
す
が
、
現

在
通
行
止
め
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
班
編
成
で
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
大
雨
の
た
め
中
津
川
流

水
に
濁
り
が
発
生
し
た
の
で
水

道
水
は
地
下
水
に
切
り
替
え
ま

し
た
。

健
康
福
祉
課

　

豪
雨
被
害
を
中
津
川
民
生
委

員
に
状
況
確
認
依
頼
、
大
き
な

被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

臨
時
福
祉
給
付
金
を
１
４
０

０
名
の
う
ち
63
％
受
付
。
申
請

期
間
は
平
成
28
年
2
月
3
日
ま

で
す
。

　

介
護
予
防
に
つ
い
て
住
民
セ

ミ
ナ
ー
を
9
月
10
日
に
県
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
講
演
を
う
け

ま
し
た
。
対
象
は
部
落
長
、
民

生
委
員
の
方
々
に
し
ま
し
た
。

介
護
老
人
保
険
施
設

国
保
診
療
所

　

8
月
か
ら
鼻
か
ら
の
内
視
鏡

を
購
入
し
、
3
名
の
患
者
に
実

施
し
ま
し
た
。

産業厚生常任委員会

質
問
と
答
弁

作況調査

中水源取水・浄水施設着工

各
課
か
ら
の
報
告
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編
集
後
記

　

暑
か
っ
た
夏
か
ら
収
穫

時
の
天
候
不
順
、
全
国
各

地
で
の
災
害
等
々
、
で
も

い
い
で
町
は
四
季
が
は
っ

き
り
し
て
い
て
災
害
も
防

災
対
策
の
充
実
に
よ
る
日

本
一
住
み
よ
い
素
晴
ら
し

い
町
い
い
で
す
ね
。

　

9
月
定
例
会
で
の
決
算

は
、
各
委
員
が
議
論
を
重

ね
審
査
し
認
定
し
ま
し
た
。

　

今
は
日
本
一
の
飯
豊
米

の
収
穫
時
期
で
す
。全
国
・

海
外
の
お
客
様
も
沢
山
新

米
を
お
ま
ち
で
す
よ
。

（
遠
藤 

記
）

発
行
責
任
者

　
議
長
　
後
藤
惠
一
郎

委
員
長

　
　
　
　
嶋
貫
　
栄
助

副
委
員
長

　
　
　
　
髙
橋
　
亨
一

委
　
　
員

　
　
　
　
後
藤
惠
一
郎

　
　
　
　
鈴
木
　
敏
夫

　
　
　
　
古
山
　
繁
巳

　
　
　
　
遠
藤
　
　
忠

　

10
月
1
日
、
小
国
町
に

お
い
て
置
賜
5
町
議
会
交

流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

林
野
庁
東
北
森
林
管
理

局
置
賜
森
林
管
理
署
長
の

小
川
靖
志
署
長
よ
り
「
国

有
林
野
行
政
と
地
方
創

生
・
森
林
資
源
で
地
域
の

活
性
化
」
の
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

林
業
は
国
際
価
格
の
為

販
売
価
格
の
上
昇
は
望
め

な
い
こ
と
、
高
級
材
は

2
％
並
材
は
98
％
の
市
場

規
模
か
ら
、
林
業
再
生
に

向
け
て
、
低
コ
ス
ト
林
業

の
推
進
が
大
切
で
あ
る
事

の
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　

土
地
活
用
の
方
法
と
し

て
、
耕
作
放
棄
地
を
新
林

業
ゾ
ー
ン
に
活
用
出
来
、

新
た
な
林
業
拡
大
と
需
要

拡
大
に
よ
る
、
林
業
を
活

用
し
た
景
観
の
維
持
が
大

切
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。

　
５
町
交
流
会

開催飯豊町
議　会
みなさんのご意見をぜひお聞かせください。

（時間：午後７時～９時）
11月 ４日（水）　高 峰 地 区（多目的集会所）
11月５日（木）　萩 生 地 区（中部地区公民館）
　　　　　　　　 東 部 地 区（東部地区公民館）
11月６日（金）　黒 沢 地 区（勤労者研修センター）
　　　　　　　　 小白川地区（小白川公民館）
11月10日（火）　中　地　区（中公民館）
11月12日（木）　椿　地　区（白椿地区公民館）
11月13日（金）　手ノ子地区（西部地区公民館）
　　　　　　　　 中津川地区（中津川地区公民館）


